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聞競馨題荏酢別報彊蒋騎亀吉鞘朝粥詑糧博掛軸距腔か割熟読
福島原発事故後、子どもを被ばくから守るため避難を選択する人もいれば、福島

で暮らすと決めた人もいる。福島で暮らすと決めたお母さんたちは、泣いてば

かりでは解決しないと、子どもを被ばくから守るため自ら新しい選択肢を

作り出していこうと動きだす。
一方、チェルノブイリ原発事故後のベラルーシでは子どもたちの被ばく

を軽減する「保義」という取り組みが29年経った今でも続けられている。

その具体的な内容と驚くべき効果とは？

事故から4年、日本でも被ばくを軽減する新しいステージが始まった。放

射能についての危機感がしだいは薄
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子どもたちが鎌を取り戻すためのii合宿ri

のようなもの。7986年、チェルノブイリ原発

事故を経験したベラルーシでは、今も年間

10万人の子どもたちが保費を受けている。

日本でも市民グルつが全国各地で保養を

始めている。

第1部10：30－12：30（開場10：00）

第2部14：00－16：00（開場13：30）託児あり

1000円（中学生以下無料） 500円　回

①氏名②電話番号③メールアドレス④住所⑤人数⑥お子様託児有無を
明記の上canon．koshigaya＠gma乱comまでお申し込みください。回
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